
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
看
護
師
候
補
者
 

（
在
留
期
間
は
最
大
３
年
間
）
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
看
護
師
候
補
者
 

（
在
留
期
間
は
最
大
３
年
間
）
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の

看
護
師

 
＋

３
年
間
の
実
務
経
験

 

看
護

師
国

家
試

験
の

受
験

（
３
回
ま
で
）
 

看
護

師
国

家
試

験
の

受
験

（
３
回

ま
で
）
 

病
院

で
雇

用
契

約
に
基

づ
き
就
労
・
研

修
 

 
・
看
護
補
助
業
務
に
従
事

 
 
・
看
護
の
専
門
知
識
及
び
技
術
の
習
得

 
 
・
日

本
語
の
継
続
学
習

 

訪
日
後

６
ヶ
月
間
の
日

本
語

研
修

 

帰
国

 
引
き
続
き
滞
在

 

（
短

期
滞

在
で
再

入
国

）
 

看
護
師
国
家

試
験

の
受

験
 

合
格

（
資

格
取
得
）
 

看
護

師
と
し
て
就
労

 
（
在

留
期
間
３
年

間
ま
で
、
上
限
な
く
更
新
可
能

）
 

帰
国

 
引
き
続
き
滞
在

 

（
短

期
滞

在
で
再

入
国

）
 

看
護
師
国
家
試
験
の
受
験

 

合
格

（
資

格
取

得
）
 

看
護

師
と
し
て
就
労

 
（
在

留
期
間
３
年

間
ま
で
、
上
限
な
く
更
新
可
能
）
 

訪
日
前

3
ヶ
月
間
、
訪
日
後
６
か
月
間
の

日
本

語
研

修
 

平
成
２
４
年
度

 
経
済
連
携
協

定
に
基

づ
く
外

国
人
看

護
師
候

補
者
の

受
入
れ
に
つ
い
て

 

※
日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
２
（
旧
２
級
）程

度
の
日
本
語
能
力
が
あ
る
場
合

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
看
護
師

 
＋
２
年
間
の
実
務
経
験

 

・
経
済
連
携

協
定
に
基
づ
く
外
国
人
看
護
師
候
補
者
等
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
経
済
活
動
の
連
携
の
強
化
の
観
点
か
ら
二
国
間
の
協
定
に
基
づ

き
、
公
的
な
枠
組
み
で
特
例
的
に
行
う
も
の
で

あ
る
。
（
看

護
分
野
の
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
で
は
な
く
、
労
働
市
場
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
受
入
れ
最
大
人
数
を
設
定
。
）
 

・
候
補
者
の

受
入
れ
を
適
正
に
実
施
す
る
観
点
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
は
国
際
厚
生
事
業
団
（
J
IC

WE
L
S）

が
唯
一
の
あ
っ
せ
ん
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
以
外
の
職
業
紹
介
事
業

者
や
労
働
者

派
遣
事
業
者
に
あ
っ
せ
ん
を
依
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
  

平
成

2
0年

7月
1日

 
協
定
発
効

 
平
成
2
0年

8月
 

 第
１
陣
1
04
人
が
入
国
  

平
成
2
1年

1
1月

 
第
２
陣
1
73
人
が
入
国
 

一
定
の
日
本
語
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
※

 

経
緯
・
予
定

 

趣
旨
・
目
的
等

 

雇
用
契
約
締
結
の
た
め
の

J
IC

W
E
L
S
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

 

一
定
の
日
本
語
能
力

を
有

す
る
と
認

め
ら
れ

る
者

※
 

不
合

格
（
資
格
不
取
得
）
 

合
格

（
資

格
取
得

）
 

不
合

格
（
資

格
不

取
得

）
 

合
格

（
資

格
取
得
）
 

病
院

で
雇

用
契

約
に
基

づ
き
就

労
・
研

修
 

 
・
看

護
補

助
業

務
に
従
事

 
 
・
看

護
の

専
門

知
識
及
び
技
術
の
習
得

 
 
・
日

本
語

の
継

続
学
習

 

平
成
2
0年

1
2月

1
1日

 
協
定
発
効
 

平
成
2
1年

5月
 
第
１
陣

93
人
が
入
国
 

平
成
2
2年

5月
 
第
２
陣

46
人
が
入
国
 

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

 
フ

ィ
リ

ピ
ン

 
平
成
2
2年

8月
 

 第
３
陣
3
9人

が
入
国
 

平
成
2
3年

7月
 

 第
４
陣
4
7人

が
入
国
 

平
成
2
4年

5月
  

第
５
陣
2
9人

が
入
国
 

 
 

平
成
2
3年

5月
 
第
３
陣

70
人
が
入
国
 

平
成
2
4年

5月
 
第
４
陣

28
人
が
入
国
 

 

訪
日
前

６
ヶ
月
間
の
日

本
語

研
修

 
雇
用
契
約
締

結
の

た
め
の

J
IC

W
E
L
S
に
よ
る
あ
っ
せ

ん
 

看
護

導
入

研
修

、
就

労
ガ
イ
ダ
ン
ス

 
看
護
導
入
研

修
、
就

労
ガ
イ
ダ
ン
ス

 

２
２
．
経
済

連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
基

づ
く
外

国
人
看
護
師
候
補
者
の
受
入
に
つ
い
て
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看
護

師
候
補
者

 
（
①
３
年

制
又
は

４
年
制

の
看
護

課
程

修
了
、
②

ベ
ト
ナ

ム
の
看

護
師
国

家
資

格
、
③
２

年
間
の

看
護
師

実
務
経

験
）

 

 

介
護

福
祉
士

候
補

者
 

（
３
年
制

又
は
４

年
制
の

看
護

課
程

修
了

）
 

就
労
コ
ー

ス
 

就
学
コ
ー

ス
 

看
護
師
資
格

の
取
得
の
た
め
に

 

病
院

で
就

労
・

研
修

 

 

看
護

師
国

家
試

験
 

最
大

３
回

受
験

 
⇒

 合
格

 
介

護
福
祉

士
国

家
試

験
 

１
回

受
験

 
⇒

 合
格

 
介

護
福
祉

士
国

家
試

験
 

１
回

受
験

 
⇒

 合
格
 

※
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
の
国
家
資
格
が
取

得
で
き

れ
ば
、
滞

在
･就

労
が

可
能
（
更

新
が
可
能
）
。
 

（在
留
期
間
は
毎
年
更
新
、
上
限
３
年
）
 

 

介
護
福
祉
士
資
格
の
取
得
の
た
め
に

 

介
護

施
設
で
就
労

・
研
修

 

 
（在

留
期
間
は
毎
年
更
新
、
上
限
４
年
）
 

 

介
護
福
祉
士
資
格
の
取
得
の
た
め
に

 

養
成

校
（

２
年

以
上

）
で

就
学
 

 
（在

留
期
間
は
毎
年
更
新
、
養
成
校
卒
業
ま
で
）
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入

 
 
国

（
Ｎ

３
以

上
取

得
者
の

み
）
 

約
１

２
か
月

間
の

ベ
ト

ナ
ム

に
お

け
る
日
本

語
研
修
（

日
本
語
能
力
試
験

Ｎ
３

取
得

を
目

指
す

）
 

日
ベ
ト
ナ
ム
Ｅ
Ｐ
Ａ
：看

護
師
・介

護
福
祉
士
候
補
者
の
資
格
取
得
ま
で
の
流
れ

 

２
－
３
か

月
間
の

訪
日
後

研
修
（

日
本

語
研

修
、

社
会

・
文

化
・

職
場

適
応

研
修

及
び

看
護

･
介
護

導
入
研

修
等
）

 

マ
ッ

チ
ン

グ
（

日
本

の
調

整
機

関
が

ベ
ト

ナ
ム

の
調

整
機

関
と
連
携

）
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平成25年1月1日時点（平成25年1月16日現在把握）
（単位：人）

就労(就学)中
の人数
（※1）

雇用契約終
了・帰国者数
（※1,2,3,4）

合計
就労中の
人数
（※１）

雇用契約終
了・帰国者数
（※1,2,3,4）

合計

看護 104 H20.8.7 H21.2.13 0 80 80 20 4 24

介護 104
H20.8.7
(H20.8.31)

H21.1.29
(H20.9.8)

18 51 69 25 10 35

看護 173 H21.11.13 H22.1.16 60 89 149 23 1 24

介護 189
H21.11.13
(H21.10.4)

H22.1.16
(H21.10.14)

165 24 189 - - 0

看護 39 H22.8.7 H22.12.4 32 4 36 3 0 3

介護 77
H22.8.7
(H22.9.12)

H22.12.4
(H22.9.23)

71 6 77 - - 0

看護 47 H23.7.5 H24.1.6 45 2 47 0 0 0

介護 58
H23.7.5
(H23.6.8)

H24.1.6
(H23.6.17)

58 0 58 - - 0

看護 29 H24.5.18 H24.11.14 29 0 29 0 0 0

介護 72 H24.5.18 H24.11.14 72 0 72 - - 0

就労(就学)中
の人数
（※1）

雇用契約終
了・帰国者数
（※1,2,3,4）

合計
就労中の
人数
（※１）

雇用契約終
了・帰国者数
（※1,2,3,4）

合計

看護 93 H21.5.10 H21.10.29 18 64 82 10 1 11

介護（就労） 190
H21.5.10
(H21.5.31)

H21.11.11
(H21.6.10)

138 51 189 1 0 1

看護 46 H22.5.9 H22.10.29 34 8 42 4 0 4

介護（就労） 72
H22.5.9
(H22.6.8)

H22.11.11
(H22.6.17)

61 11 72 - - 0

看護 70 H23.5.29 H23.11.17 64 6 70 0 0 0

介護（就労） 61
H23.7.18
(H23.6.8)

H24.1.19
(H23.6.17)

59 2 61 - - 0

看護 28 H24.5.27 H24.11.23 28 0 28 0 0 0

介護（就労） 73
H24.5.27
(H24.5.29)

H24.11.23
(H24.6.8)

73 0 73 - - 0

介護（就学） 27 H21.9.27
H22.4

(就学開始）
0 5 5 22 0 22

介護（就学） 10 H22.9.26
H23.4

(就学開始）
10 0 10 - - 0

就労(就学)中
の人数
（※1）

雇用契約終
了・帰国者数
（※1,2,3,4）

合計
就労中の
人数
（※１）

雇用契約終
了・帰国者数
（※1,2,3,4）

合計

看護 392 212 180 166 175 341 46 5 51

介護 500 409 91 384 81 465 25 10 35

看護 237 158 79 144 78 222 14 1 15

介護（就労） 396 332 64 331 64 395 1 0 1

介護（就学） 37 32 5 10 5 15 22 0 22

892 621 271 550 256 806 71 15 86

670 522 148 485 147 632 37 1 38

629 370 259 310 253 563 60 6 66

933 773 160 725 150 875 48 10 58

1,562 1,143 419 1,035 403 1,438 108 16 124

1,525 1,111 414 1,025 398 1,423 86 16 102

注：

※1

※2

※3

※4

※5 「介護（就学）」については就学中の候補者の人数。
※6 看護師・介護福祉士の登録時点ではなく、国家試験合格したことを以て計上している。
※7 合格又は卒業後、特定活動（EPA)の在留資格をもって在留し、就労中（又は在留資格の変更手続中）の人数。
注 平成23年度、平成24年度のフィリピン人介護福祉士候補者の就学コースは、募集しないこととなった。


一時帰国の場合、雇用契約終了・帰国者数には含めていない（引き続き就労・研修中（就学コースにあっては就学中、資格取得者にあっては就労中）とみなして
いる）。

雇用契約終了報告書が雇用契約終了後に提出されることや、雇用契約終了報告書に記載された雇用契約終了の予定の変更があり得る等のため、人数は今後
増減があり得る。

候補者 合格者
入国日
（免除者）

就労開始日
（免除者）

入国日
（免除者）

就労開始日
（免除者）

候補者

社団法人国際厚生事業団調べ。厚生労働省告示等に基づく受入れ機関からの雇用契約終了報告書・国家試験合否結果報告書、厚生労働省による合格者の
報道発表資料等による。

国家試験合格前（就学コースにあっては養成施設の卒業前）の候補者の人数。

雇用契約終了日の次の日（雇用契約終了日の前に本帰国した場合は帰国日（注：一時帰国し、在留期間が切れた場合は在留期間満了日の次の日））を以て、
「就労・研修中の人数」欄や「就労中の人数」欄から減じている。

合計（就学含む）

合計（就学除く）

インドネシア

フィリピン

インドネシア合計

フィリピン合計

看護合計

介護合計（就学含む）

２１年度

２２年度

合計 入国者数
就労(就学)
中の人数
（※1）

雇用契約終了・
帰国者数
（※1,2,3,4）

候補者 合格者

２２年度

２３年度

２４年度

合格者

入国者数

２２年度

２３年度

２４年度

フィリピン

２１年度

経済連携協定に基づく外国人看護師・介護福祉士候補者等の現状

インドネシア 入国者数

２０年度

２１年度

198



看護職員就業者数(年次別、就業場所別) （単位：人）

年次 総　　数 保 健 所 市 町 村 病      院 診 療 所 助 産 所
介護老人
保健施設

訪問看護
ｽﾃｰｼｮﾝ

社会福祉
施設

介護老人
福祉施設

居宅ｻｰﾋﾞ
ｽ等

事 業 所

看護師等
学校養成
所・研究

機関

そ の 他

１９年 1,370,264 8,381 33,311 851,912 297,040 1,636 37,995 28,494 16,354 27,348 37,695 8,294 13,859 7,945

２０年 1,397,333 8,108 33,480 869,648 299,468 1,742 38,741 27,662 18,541 28,806 35,826 10,857 14,792 9,662

２１年 1,433,772 7,932 34,393 892,003 304,247 1,720 39,796 28,082 19,502 30,179 38,866 11,411 15,228 10,413

２２年 1,470,421 8,502 34,723 911,400 309,296 1,926 41,367 30,301 20,590 32,231 42,946 11,251 15,943 9,945

２３年 1,495,572 8,393 35,171 927,289 309,954 2,004 42,736 30,903 21,958 33,920 44,395 11,750 16,294 10,805

保健師就業者数(年次別、就業場所別) （単位：人）

年次 総　　数 保健所 市 町 村 病     院 診 療 所
介護老人
保健施設

訪問看護
ｽﾃｰｼｮﾝ

社会福祉
施設

介護老人
福祉施設

居宅ｻｰﾋﾞ
ｽ等

事 業 所

看護師等
学校養成
所・研究

機関

そ の 他

１９年 48,246 7,137 23,833 3,605 7,096 39 301 350 41 492 2,651 896 1,805

２０年 51,703 6,927 24,299 4,094 8,325 46 276 390 41 446 3,524 983 2,352

２１年 53,212 6,720 24,848 4,580 8,448 46 237 387 52 460 3,738 1,027 2,669

２２年 54,289 7,132 25,501 4,807 8,743 64 268 417 32 351 3,532 1,074 2,368

２３年 55,262 7,044 25,956 4,924 8,751 70 267 449 33 338 3,695 1,120 2,615

助産師就業者数(年次別、就業場所別) （単位：人）

開 設 者 従 事 者 出張のみ 計

１９年 27,927 229 570 18,293 6,129 679 298 553 1,530 12 13 1,061 90

２０年 30,130 227 667 18,900 7,306 788 284 581 1,653 6 38 1,223 110

２１年 31,312 221 724 19,671 7,686 788 315 528 1,631 5 32 1,249 93

２２年 32,480 266 722 20,093 8,162 890 353 546 1,789 14 24 1,298 112

２３年 33,606 277 780 21,023 8,144 947 359 555 1,861 10 28 1,373 110

看護師・准看護師就業者数(年次別、就業場所別) 　 （単位：人）

年次 区　　分 総　　数 保 健 所 市 町 村 病      院 診 療 所
介護老人
保健施設

訪問看護
ｽﾃｰｼｮﾝ

社会福祉
施設

介護老人
福祉施設

居宅ｻｰﾋﾞ
ｽ等

事 業 所

看護師等
学校養成
所・研究

機関

そ の 他

１９年 1,294,091 1,015 8,908 830,014 283,815 37,956 28,185 15,992 27,307 37,203 5,630 11,902 6,164

２０年 看護師 1,315,500 954 8,514 846,654 283,837 38,695 27,382 18,145 28,765 35,380 7,295 12,586 7,293

２１年 ＋ 1,349,248 991 8,821 867,752 288,113 39,750 27,842 19,110 30,127 38,406 7,641 12,952 7,743

２２年 准看護師 1,383,652 1,104 8,500 886,500 292,391 41,303 30,026 20,159 32,199 42,595 7,695 13,571 7,609

２３年 1,406,704 1,072 8,435 901,342 293,059 42,666 30,635 21,499 33,887 44,057 8,027 13,801 8,224

１９年 882,819 844 7,030 640,197 133,694 16,359 24,525 8,982 12,232 18,279 4,350 11,884 4,443

２０年 看護師 918,263 848 6,831 662,010 142,320 16,907 24,628 10,304 13,456 17,375 5,797 12,556 5,231

２１年 954,818 865 7,147 687,331 148,237 17,649 24,912 10,954 14,347 18,759 6,066 12,926 5,625

２２年 994,639 1,012 6,986 711,987 154,554 18,848 27,218 11,916 15,998 20,829 6,059 13,547 5,685

２３年 1,027,337 1,004 7,022 734,562 159,700 19,663 27,959 12,721 17,034 21,390 6,358 13,777 6,147

１９年 411,272 171 1,878 189,817 150,121 21,597 3,660 7,010 15,075 18,924 1,280 18 1,721

２０年 准看護師 397,237 106 1,683 184,644 141,517 21,788 2,754 7,841 15,309 18,005 1,498 30 2,062

２１年 394,430 126 1,674 180,421 139,876 22,101 2,930 8,156 15,780 19,647 1,575 26 2,118

２２年 389,013 92 1,514 174,513 137,837 22,455 2,808 8,243 16,201 21,766 1,636 24 1,924

２３年 379,367 68 1,413 166,780 133,359 23,003 2,676 8,778 16,853 22,667 1,669 24 2,077

(注1) 「病院」については、「病院報告」により計上した。

(注2) 「診療所」については、「医療施設調査」(平成20､23年)及び推計(平成19､21､22年)により計上した。

(注3) 「病院」及び「診療所」以外については、「衛生行政報告例(平成20､22年)」及び推計(平成19､21､23年)により計上した。 （医政局看護課調べ）

２３．看護職員就業場所別就業者数の推移

年次 総　　数 保 健 所 市 町 村 病      院 診 療 所
助　　　　　　　　 　産　　　　　 　　 　所

社会福祉
施設

事 業 所

看護師等
学校養成
所・研究

機関

そ の 他
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 ＜
制

度
面

＞
 

（
倫

理
性

）
 

・
 

E
S

細
胞

は
受

精
卵

由
来

で
あ

る
こ

と
か

ら
の

生
命

の
萌

芽
に

手
を

加
え

る
こ

と
。

 

（
安

全
性

）
 

・
 

が
ん

化
の

可
能

性
等

人
体

に
及

ぼ
す

未
知

の
影

響
。

 
・

 
元

々
の

細
胞

や
培

養
中

の
原

材
料

に
含

ま
れ

て
い

た
細

菌
、

ウ
イ

ル
ス

が
他

人
に

伝
播

す
る

リ
ス

ク
。

 

（
迅

速
性

）
 

・
 

医
療

で
の

実
用

化
が

円
滑

に
進

ま
な

い
と

の
現

場
の

指
摘

。
 

 ＜
予

算
面

＞
 

・
 

基
礎

研
究

か
ら

実
用

化
に

進
む

た
め

の
研

究
費

や
創

薬
等

研
究

へ
の

研
究

費
の

充
実

。
 

再
生

医
療

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

 
 

課
 

題
 

 【
医

療
】

 
（

薬
事

承
認

さ
れ

た
も

の
）

 
 

自
家

培
養

表
皮

「
ジ

ェ
イ

ス
」

（
平

成
1

9
年

１
０

月
承

認
）

 
 

 
や

け
ど

等
の

患
者

に
、

患
者

自
身

の
皮

膚
組

織
を

採
取

・
培

養
し

、
患

者
自

身
に

使
用

す
る

も
の

（
幹

細
胞

未
使

用
）

 
 

自
家

培
養

軟
骨

「
ジ

ャ
ッ

ク
」

（
平

成
2

4
年

７
月

承
認

）
 

 
 

外
傷

に
よ

る
軟

骨
欠

損
等

の
患

者
に

、
患

者
自

身
の

軟
骨

組
織

を
採

取
・

培
養

し
、

患
者

自
身

に
使

用
す

る
も

の
（

幹
細

胞
未

使
用

）
 

（
治

験
）

 
 

 
製

品
と

し
て

の
販

売
を

目
的

と
し

て
薬

事
法

に
基

づ
き

実
施

さ
れ

る
ヒ

ト
を

対
象

に
実

施
す

る
（

臨
床

）
試

験
。

４
件

実
施

中
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
平

成
２

５
年

１
月

現
在

）
 

（
臨

床
研

究
）

 
 

 
ヒ

ト
を

対
象

と
し

た
病

気
の

解
明

や
新

し
い

治
療

法
の

開
発

を
目

的
と

す
る

研
究

。
 

 
 

「
ヒ

ト
幹

細
胞

を
用

い
る

臨
床

研
究

に
関

す
る

指
針

（
厚

労
省

告
示

）
」

に
基

づ
き

実
施

。
 

 
 

 
E

S
細

胞
・

・
国

内
で

は
未

実
施

（
海

外
で

は
２

件
実

施
中

）
 

 
 

 
 

 
 

 
  

１
９

９
８

年
 

米
国

で
世

界
初

の
ヒ

ト
E

S
細

胞
を

樹
立

 
 

 
iP

S
細

胞
・

・
国

内
、

海
外

と
も

未
実

施
（

理
化

学
研

究
所

で
実

施
を

計
画

）
 

 
 

 
 

 
 

 
  

２
０

０
７

年
 

京
都

大
学

山
中

教
授

が
世

界
初

の
ヒ

ト
iP

S
細

胞
を

樹
立

 
 

 
体

性
幹

細
胞

・
・

・
国

内
で

は
６

６
件

実
施

（
平

成
２

５
年

１
月

現
在

）
 

 【
創

薬
】

 
 

 
世

界
初

の
ヒ

ト
iP

S
細

胞
か

ら
分

化
誘

導
し

た
肝

臓
細

胞
の

製
品

化
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

平
成

２
４

年
４

月
）

 

   

基
礎
研
究
 

臨
床
現
場
へ
の
 

実
用
化
 

治
 
 
 
験
 

臨
床
研
究
 

E
S
細

胞
 

体
性

幹
細

胞
 

i
P
S細

胞
 

体
細

胞
 

実
用

化
へ

の
道

筋
 

現
 

状
 

 
現

状
と

し
て

、
国

内
で

、
薬

事
承

認
さ

れ
た

も
の

が
２

件
、

治
験

中
が

４
件

、
臨

床
研

究
が

６
６

件
。

ま
た

、
創

薬
用

の
製

品
も

販
売

さ
れ

て
い

る
。

期
待

が
大

き
い

が
、

課
題

と
し

て
、

倫
理

性
、

安
全

性
、

迅
速

性
の

確
保

と
研

究
費

の
更

な
る

充
実

が
求

め
ら

れ
る

。
 

２
４
．
再

生
医

療
の

推
進

に
つ
い
て
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再
生

医
療

の
推

進
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
   

 
   

   
   

   
   

   
  

 
２
２
．
５
億

円
 

○
 
再

生
医

療
の

実
用

化
に
向
け
、
細
胞
情
報
を
収

集
し
た
ヒ
ト
幹

細
胞

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
ヒ
ト
幹
細
胞
の
保
存
方
法
な
ど
の
確

立
、
ヒ
ト
幹

細
胞

の
腫
瘍
化
リ
ス
ク
な
ど
に
対
す
る
安

全
性

の
確

保
、
機

能
不

全
と
な
っ
た
組
織

や
臓

器
の
治
療
方
法
の
探
索
の
た
め
の
研
究
を
支
援
。

 

○
 

iP
S
細

胞
を
利

用
し
た
創
薬
等
の
た
め
の
研

究
を
支
援

。
 

 

２
）
創

薬
応

用
に
向

け
た
研

究
の

支
援

 
 

１
）
再

生
医

療
の

実
用
化

に
向

け
た
研

究
の

支
援

 

安
全

性
の

確
保

の
た
め
の
研
究

 
安
全

性
を
確
保

す
る
た
め
、
実
用
化
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

分
野

（
が

ん
化
等

）
に
対

す
る
研
究
を
支

援
。

 

造
腫
瘍
性
、
遺
伝
子
変
化
、
免
疫
応
答

 
体
内
動
態
把

握
 

治
療

方
法

の
探

索
の
た
め
の

研
究

 
実

用
化

に
近

い
臨

床
研
究
を
目

的
と
し
た
治
療
方
法
を

探
索

す
る
た
め
の

研
究

を
支

援
。

 

「
心
筋

※
」
、
「
皮
膚
」
、
「
角
膜

※
」
、
「
歯
・
口
腔
」
、
「
軟
骨
」 

  ヒ
ト

iP
S
細
胞
か
ら
種
々
の
ヒ
ト
細
胞
に
分
化
・
誘
導
を
行

い
、

病
因
分
析
、
創
薬
等
に
用
い
る
細
胞
の
開

発
の

た
め
の
研

究
を
支
援
。

 

iP
S細

胞
 

安
全
性
評
価

 

創
薬
用
細
胞

 

肝
細
胞

 
B細

胞
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

医
政

局
 
平

成
２
５
年

度
予

算
案

の
概

要
（
再

生
医
療

分
野
）
 

基
盤

的
支

援
 

ヒ
ト
幹

細
胞
の

保
管
（
ア
ー
カ
イ
ブ
）

 
の

た
め
の

研
究

 
  

移
植

に
用

い
た
ヒ
ト
幹

細
胞
を
長
期

間
保

管
し
、
移

植
か

ら
時

間
が

経
過

し
た
後

に
、

移
植

に
用

い
た
ヒ
ト
幹

細
胞
を
溯
っ
て
調
べ

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
研
究
を
支
援
。

 保
存
用
タ
ン
ク

 

ヒ
ト
幹

細
胞
を
用

い
た
再

生
医
療
の
臨
床
実
用
化
の
た
め

の
基

盤
構

築
に
関
す
る
研

究
 

ヒ
ト
幹
細

胞
の
臨

床
応

用
の
た
め
に

 
標

準
的

な
方
法

、
基

準
値

な
ど
を
確

 
立

す
る
た
め
の
研

究
を
支

援
。

 

ヒ
ト
幹

細
胞

情
報

化
推
進

事
業

 
（
国
内
外
の
ヒ
ト
幹
細
胞
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備

) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
内
外
の
研
究
者

 

作
成
さ
れ
た
ヒ
ト
幹
細
胞
の
性
質
等
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
登
録
し
、
国
内
外
の
研
究
者
等
に
対
し
て
情
報
を
提
供
。

 
登

 
録
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再
生

医
療

臨
床

応
用

実
用

化
推

進
事
業

 

○
 
ｉＰ
Ｓ
細
胞
等
の
再
生
医
療
の
実

用
化
促
進
の
た
め
に
は
、
安
全
性
を
確
保
し
、
臨
床
応
用
を
行
う
こ

 
 
と
が
で
き
る
人
材

の
養
成
が
必
須
で
あ
る
。

 
○

 
再
生
医
療
の

臨
床
応
用
に
向
け
て
、
研
究
者
・
医
師
が
ｉＰ
Ｓ
細
胞
等
の
樹
立
・
調
製
や
人
体
へ
の
移
植
・
投
与

を
適
切
に
実
施
す
る
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
細
胞
培
養
加
工
等
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
東
西
２
ヶ
所
の
研
究

拠
点
に
設
置
す
る
。
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
整
備

 
１
箇
所
あ
た
り
約

１
１
億
円
）

 

（
平
成

24
年
度
補
正
予
算
案
：
２
２
億
円
）

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設
 

病
院
、
研
究

 
機
関

 

研
究
者

 
（
技
術
習
得
前
）

 
 
・
医
師

 
 
・
研
究
補
助
員

 
 
な
ど

 

研
究

者
 

（
技

術
習

得
後
）

 

病
院
、
研
究

 
機
関

 

【
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容

】
 

 
・
ｉＰ
Ｓ
幹
細
胞
等
の
樹
立
・
調
製
に

 
 

 
必
要
な
清
潔
操
作
・
手
順
の
習
得

 
 
・
移
植
・
投
与
技
術
の
動
物
・
人
体

 
 

 
モ
デ
ル
で
の
実
践

 

【
成
果
】

 
ｉＰ
Ｓ
細
胞
等
を
扱
う
技
術
の
習
得
が

 
可
能
と
な
り
、
再
生
医
療
の
安
全
性

 
が
確
保
さ
れ

る
と
同
時
に
、
実
用
化

 
が
促
進
さ
れ

る
 

【
１
施
設
に
お
け
る
対
象
者
数
】

 
 
１
ク
ー
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、
細

胞
の
調
製
、
清
潔
操
作
等
が
可
能
と
な

る
人
数
が
約
１
２
人
ず
つ
増
加
す
る
見
込

み
 

【
整
備
す
る
機
器
の
例
】

 
・
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

 
・
細
胞
特
性
解
析
装
置

 
・
細
胞
培
養
装
置

 
・
遺
伝
子
解
析
装
置

 
・
医
療
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ

 
等
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